
 

 

 

 

 

Ⅳ  県 政 の動 き  

  



 



 

  

 

１  平 成 ３ １ 年 ・ 令 和 元 年  県 政 １ ０ 大 ニ ュ ー ス 

 

順位 ニ ュ ー ス 

１ 
ラグビーワールドカップ２０１９™日本大会開催、大盛況の４４日間 

～本県ゆかりの４選手も大活躍、欧米豪を中心に多くの外国人が来県～ 

２ 
平成２９年以来３年連続で災害発生 

～被災地の復旧・復興、防災・減災対策に全力～ 

３ 
資生堂、アイシン精機の進出決定、ＱＰＳ研究所の超小型レーダー衛星打上げ成功 

～地方創生の要、働く場の創出～ 

４ 
福岡空港の民間委託開始、下関北九州道路が国直轄で調査開始 

～県民生活と経済活動を支えるインフラの整備が大きく前進～ 

５ 
小川洋知事が３度目の当選 

～「令和」の時代、福岡県のさらなる発展にまい進～ 

６ 
宿泊税の導入決定 

～両政令市長とのトップ会談を経て、県・市それぞれ来年４月から～ 

７ 
福岡の「食」「伝統工芸品」が国内外から高い評価 

～Ｇ２０などの場でアピール、アンテナレストラン「福
ふく

扇
お

華
か

」早くも２万人突破～ 

８ 
福岡県部落差別解消推進条例を全国の都道府県に先駆けて制定 

～差別のない社会を目指し基本理念と県の責務を明確化～ 

９ 
ことこと列車運行開始、天神中央公園西中洲エリアと関門海峡ミュージアムの 

リニューアル ～福岡県の新たな魅力が誕生～ 

10 
工藤會総本部事務所の解体、性暴力根絶の条例制定、児童相談所の機能拡充 

～県民の暮らしのより一層の安心の確保～ 

 

（番外） 

 「第２８回日韓海峡沿岸県市道交流知事会議」開催 

～日韓両国政府の関係が難しい中、地域間交流の重要性を再確認～ 

 



平成３１年・令和元年県政１０大ニュース 

 

 

１ ラグビーワールドカップ２０１９™日本大会開催、大盛況の４４日間 

～本県ゆかりの４選手も大活躍、欧米豪を中心に多くの外国人が来県～ 

 

９月から１１月、アジア初のラグビーワールドカップ２０１９™日本大会が開催さ

れ、日本代表チームの活躍で、日本中が「ＯＮＥ ＴＥＡＭ」になりました。 

県では、本県ゆかりの福岡、流、トゥポウ、ムーアの４選手の活躍と貢献に対し、

感謝状を贈呈しているところです。全国１２会場の１つ博多の森球技場はもとより、

ＪＲ博多駅前のファンゾーンなどのパブリックビューイングは大盛況でした。また、

国内外から多くの方が来県しました。 

ウェールズ代表のキャンプ地、北九州市では、ミクニワールドスタジアム北九州

を埋め尽くした市民１万５千人がウェールズ国歌を合唱し、お互いの地元新聞に謝

意を掲載し合うなど、心温まる交流も行われました。 

この大会を一過性のものとせず、今大会で得られた経験とノウハウを、ラグビー

の振興はもとより、今後のスポーツを含む国際イベントの誘致、実施に生かしてい

きます。 

  来年の東京オリンピック・パラリンピックでも、開催地東京都に次ぐ全国２番目

に多い２８の国・地域が県内で事前キャンプを行う予定です。 

  県では、「スポーツ立県福岡」を目指し、誰もがスポーツに参加できる環境の整備、

選手の育成、国際交流に力を入れています。県民一人一人の健康寿命を延ばす「ふ

くおか健康づくり県民運動」とあわせて、その相乗効果で県民の皆様を元気にして

いきます。 

 

 

２ 平成２９年以来３年連続で災害発生 

～被災地の復旧・復興、防災・減災対策に全力～ 

 

近年、大雨、台風による災害が全国各地で発生しています。 

  本県では、７月から９月にかけて、家屋や道路、河川などに大きな被害が発生し、

３年連続の災害となりました。特に被害の大きかった県南地域では、尊い命も失わ

れました。 

県では、公共土木施設の復旧、被災者の生活再建、被災された商工業者や農林水

産業者の事業継続支援など、被災地の復旧・復興に全力を挙げています。 

なお、同じく被害が発生した佐賀県、長崎県と連携して国に働きかけを行い、  

いち早く激甚災害の指定を受けました。また、できる限り他県の被災地にも支援を

行うべく、佐賀県多久市に県職員３名を派遣しています。 

災害は、「とき」「ところ」「ひと」を選びません。県では、被災箇所の改良復旧を

はじめ防災・減災対策を加速させ、災害に強い福岡県づくりを進めていきます。 

 

 

 

 



３ 資生堂、アイシン精機の進出決定、ＱＰＳ研究所の超小型レーダー衛星打上げ成功 

～地方創生の要、働く場の創出～ 

 

２月、（株）資生堂が「久留米・うきは工業団地」に九州初の生産工場建設を、   

１２月には、アイシン精機（株）が福岡市内に九州初のＡＩに特化した開発拠点の

設置を決定するなど企業立地は順調に進みました。 

県内の自動車関連企業は５７６社に増加。地元調達率は新型車を中心に６５％ま

で上昇し、昨年度の北部九州の自動車生産台数は、過去最高の１４３万６千台とな

りました。 

グリーンアジア国際戦略総合特区は、設備投資額が３，１９０億円を突破、   

約１，７７０人の雇用が生まれて、活用企業の約５割を中小企業が占め、２年連続、

７つの特区の中で最高評価を受けています。 

１２月、九大発宇宙ベンチャーの（株）ＱＰＳ研究所が世界最高レベルの性能を

持つ超小型レーダー衛星「イザナギ」の打ち上げに成功しました。衛星のハード部

分は、県内の中小ものづくり企業１６社が力を結集して開発・製造し、管理システ

ムには、本県発のプログラミング言語「ｍｒｕｂｙ」が採用され、まさに今回の成

功は、福岡県が誇るハード・ソフト技術の結晶と言えます。 

県では、宇宙関連ビジネスの可能性を拡大していくための方策について検討を進

めていきます。 

 

 

４ 福岡空港の民間委託開始、下関北九州道路が国直轄で調査開始 

～県民生活と経済活動を支えるインフラの整備が大きく前進～ 

 

４月、福岡空港の民間委託が始まり、県では、地域の意向を踏まえた空港運営が

行われるよう、運営会社の福岡国際空港（株）に出資し、役員派遣を行いました。 

  民間の経験やノウハウと地域の戦略やニーズとの相乗効果が発揮され、さらなる

路線の誘致や利用者サービスの向上が実現するよう、運営会社と連携、協力してい

きます。 

  北九州空港は、昨年度、空港利用者数が約１８０万人、うち外国人入国者数は約  

１５万人と、それぞれ過去最高を更新しました。今年度から３年間を「ネットワー

ク充実強化期間」と位置付け、引き続き、アジアをはじめとする新規路線の誘致と

既存路線の定着を進めていきます。 

  また、国に強く要望し、道路整備も着実に進展しました。 

  下関北九州道路は、いよいよ今年度から国が直轄調査を開始し、実現に向けて一

歩前進しました。２車線のため事故や災害などで長時間の通行止めが発生していた

国道２０１号八木山バイパスと東九州自動車道は、４車線化の事業が着手されまし

た。 

  １１月には、国道３２２号八丁トンネルが開通し、交通の難所が解消され、安全

で円滑な交通が確保されました。 

  このように、県民生活と経済活動を支えるインフラの整備が大きく前進しました。 

 

 

 



５ 小川洋知事が３度目の当選 

～「令和」の時代、福岡県のさらなる発展にまい進～ 

 

４月、統一地方選挙が行われ、１２９万票を獲得した小川洋知事が３度目の当選

を果たしました。 

５月、お代替わりがあり、「令和」という新しい時代が始まりました。 

小川知事のもと、この新しい時代に、県民の皆様、県内の各産業、各地域を元気

にし、福岡県をさらに前進、発展させていくため、全力投球しているところです。 

 

 

６ 宿泊税の導入決定 

～両政令市長とのトップ会談を経て、県・市それぞれ来年４月から～ 

 

 昨年７月以来、県が進めてきた宿泊税については、福岡、北九州両政令市長とト

ップ会談を行うなど積極的に調整を図り、総務大臣の同意を経て、令和２年４月  

１日から導入することとしました。 

東京オリンピック・パラリンピックも開催されます。皆様からいただいた貴重な

宿泊税を大事に使い、観光資源を磨き上げ、受入環境を充実させることによって、

県全体の観光の底上げを図り、国内外からの誘客を増やしていきます。 

また、９月、戸畑祇園大山笠、博多祗園山笠など本県の５つを含む九州・山口自

慢の３７の祭りが熊本に集結した「祭りアイランド九州」のように、九州ロゴマー

クを活用しつつ九州一体となった取組みを充実させていきます。 

 

 

７ 福岡の「食」「伝統工芸品」が国内外から高い評価 

 ～Ｇ２０などの場でアピール、アンテナレストラン「福
ふく

扇
お

華
か

」早くも２万人突破～ 

 

  ６月、Ｇ２０財務大臣・中央銀行総裁会議が本県で開催されました。１１月には、

海外福岡県人会第１０回世界大会を６年ぶりに本県で開催し、海外に３９ある県人

会から過去最多となる３５０名の方にご参加いただき、互いの絆と連携をさらに深

めました。 

  こうした機会に、１５年連続販売単価日本一の「あまおう」、認知症予防の効果が

期待できる機能性表示食品として認められた出荷羽数九州一の「はかた地どり」、全

国茶品評会（玉露の部）において農林水産大臣賞を６年連続で受賞した「福岡の八

女茶」など様々な県産農林水産物を振る舞い、好評を博しています。 

  １１月、福岡県が誇る食や伝統工芸品などを首都圏でＰＲするアンテナレストラ

ン「福扇華」が開設１周年を迎えました。想定よりも早く来店者数２万人を突破し、

お越しになられた皆様から「天然マダイをはじめ福岡の旬のお魚が非常においしい」

「上品な雰囲気の内装がとてもよい」と高い評価をいただいています。 

 

 

 

 

 



８ 福岡県部落差別解消推進条例を全国の都道府県に先駆けて制定 

～差別のない社会を目指し基本理念と県の責務を明確化～ 

 

県では、平成７年、「福岡県部落差別事象の発生の防止に関する条例」を制定し、

結婚や就職の際の部落差別事象の発生の防止をはじめ同和問題の解決に努めてきま

したが、差別発言や差別落書きに加え、インターネット上での差別書込みや電子版

「部落地名総鑑」の問題など新たな部落差別事象が発生しています。 

２月、全国の都道府県に先駆けて「福岡県部落差別の解消の推進に関する条例」

を制定しました。 

条例は、現在もなお部落差別が存在すること、部落差別は許されないものである

こと、これを解消することが重要な課題であることを明記し、基本理念を定め、相

談体制の充実や教育・啓発などの施策に取り組み、部落差別のない社会を実現する

ことを目的としています。 

県では、引き続き、人権が尊重される心豊かな社会の実現を目指し、同和問題を

はじめ、女性、子ども、障がいのある人、性的少数者など様々な人権問題の解決に

向けた取組みを進めていきます。 

 

 

９ ことこと列車運行開始、天神中央公園西中洲エリアと関門海峡ミュージアムの 

リニューアル ～福岡県の新たな魅力が誕生～ 

 

今年、県内各地に新たな魅力が誕生し、観光をはじめ地域に大きな活力をもたら

しています。 

３月、県が出資する第三セクターの平成筑豊鉄道では、沿線の食材をふんだんに

用いた料理、ＪＲ九州の「ななつ星」や「或る列車」を手掛けた水戸岡鋭治さんの

デザインによる上質な空間、自然豊かな風景などを楽しめる観光列車「ことこと列

車」の運行を開始しました。 

８月、旧福岡県公会堂貴賓館の歴史的景観、那珂川の水の景観、公園の緑の景観

を眺めながらくつろげる空間の創出を目指し、天神中央公園西中洲エリアをリニュ

ーアル。 

９月には、「関門海峡ミュージアム」が「関門海峡をまるごと楽しむ体験型博物館」

をコンセプトとしてリニューアルオープンし、子どもから大人まで何度来ても楽し

める素晴らしい施設に生まれ変わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

10 工藤會総本部事務所の解体、性暴力根絶の条例制定、児童相談所の機能拡充 

 ～県民の暮らしのより一層の安心の確保～ 

 

１０月から１２月にかけて、傷害事件の被疑者として工藤會関係者計１３人を逮

捕、１１月には、工藤會総本部事務所の解体が開始され、暴力団撲滅は着実に前進

しています。 

２月、「福岡県における性暴力を根絶し、性被害から県民等を守るための条例」を

制定し、会議で具体的方策を検討しています。 

年々増加する児童虐待に対応するため、児童相談所における児童福祉司の増員、

警察官や弁護士の配置に取り組んでいます。また、１月に宗像児童相談所を新築、

１０月には久留米児童相談所の一時保護所を増築し、機能を拡充しました。 

田川市で発生した事件については、学識経験者、弁護士、医師などで構成する「児

童虐待事例等検証部会」で、事実の把握、発生原因等の分析を行い、必要な再発防

止策を検討していきます。 

このほか、飲酒運転やニセ電話詐欺被害防止など、暮らしの安全・安心の確保に努

めていきます。 

 

 

（番外） 

「第２８回日韓海峡沿岸県市道交流知事会議」開催 

  ～日韓両国政府の関係が難しい中、地域間交流の重要性を再確認～ 

 

１２月２１日、日韓８つの自治体（福岡県、佐賀県、長崎県、山口県、釜山広域

市、全羅南道、慶尚南道、済州特別自治道）による「第２８回日韓海峡沿岸県市道

交流知事会議」が長崎県長崎市で開催されました。 

日韓の政府間関係が難しい状況にある時こそ、地域間交流を継続して積み重ねて

いくことが両国の友好関係の基礎となることを再確認し合いました。 

このことは大変意義深く、県では、引き続き、韓国との人的交流、地域間交流を

進めてまいります。 

 



福岡空港の民間委託がスタート

小川洋知事が３度目の当選

福岡県御笠川浄化センター下水汚泥固形燃料化施設の供用を開始

コロンビアが２０２０年東京オリンピック競技大会の事前キャンプ地を北九州市に決定

県が２０１８年度キャピタル・アイ・アワードを受賞

なし新品種「玉水」を開発

全国初の災害時健康管理支援活動に関する協定を締結

全国初の九州地域循環共生圏シンポジウムを開催

工業技術センターインテリア研究所に「家具試作、評価支援ラボ」を開設

障がいのある人への合理的配慮ガイドブック、ふくおかバリアフリーマップを作成

「ラー麦」販売開始１０周年記念商品が販売される

エアプサン　北九州－大邱線が就航

福岡県外国人材受入対策協議会を設立

福岡県渇水対策本部を設置

タイ・エアアジアX　福岡－バンコク線が就航

漁業調査取締船「げんかい」が「シップ・オブ・ザ・イヤー２０１８」漁船・作業船部門賞を受賞

日本人ボリビア移住１２０周年記念大会参加訪問団を派遣

平成２９年以降３年連続で災害発生。家屋や道路、河川などに大きな被害

福岡県性暴力対策検討会議を初開催

宿泊税の導入を決定

九州初。小児・AYA世代のがん患者の「妊よう性温存治療」を支援

ドイツ車いすバスケットボール女子代表チームが東京２０２０パラリンピック競技大会の事前キャンプ地を北九州市に決定

福岡県外国人相談センターを開設

４月

５月

６月

７月

２ 令和元年度県政をめぐる主な出来事



県営天神中央公園西中洲エリアをリニューアルオープン

中国東方航空　北九州－大連線が就航

平成筑豊鉄道が「令和コスタ行橋駅」を新設

在福岡ベトナム総領事館創立１０周年。記念事業が開催される

東九州自動車道が高速道路の４車線化に向けた計画（案）に盛り込まれる

県道猪国豊前桝田停車場線のバイパスが開通

ベラルーシ車いすフェンシングチームが東京２０２０パラリンピック競技大会の事前キャンプ地を田川市に決定

福岡県立ち直りサポートセンターを開設

福岡県中小企業生産性向上支援センターを開設

福岡県外国人材受入企業相談窓口を開設

日本中が「ＯＮＥ　ＴＥＡＭ」に！ラクビーワールドカップ2019　TM日本大会

関門海峡ミュージアムをリニューアルオープン

オセアニアパラリンピック委員会が東京２０２０パラリンピック競技大会事前キャンプ地を築上町に決定

スウェーデンパラリンピック委員会が東京２０２０パラリンピック競技大会の事前キャンプ地を福岡市に決定

ユニバーサルデザインタクシー等の導入助成制度を創設

国内初の国際カイトボード協会（IKA）公認大会が開催

共生社会ホストタウンサミットin飯塚を開催

福岡ソフトバンクホークスが３年連続で日本シリーズ優勝

子育て応援宣言企業が７０００社を突破

ふくおか人権ホットラインを開設

久留米児童相談所の一時保護所を増築

素根輝選手が世界柔道選手権東京大会優勝を報告

第１０回海外福岡県人会世界大会開催

国道３２２号八丁峠道路（八丁トンネル）及び千手バイパスが開通

アンテナレストラン「福扇華」開設一周年。来店者２万人突破

県道　直方北九州自転車道線　犬鳴川渡河橋が開通

伝統的工芸品のニュースタイル、久留米絣とビームスとのコラボによる新ブランド「CATHRI」誕生

ハワイアン航空　福岡－ホノルル線が就航

大韓航空　北九州－韓国・仁川国際貨物定期便が就航

工藤會総本部事務所の解体始まる

８月

９月

１０月

１１月



就職氷河期世代支援「ふくおかプラットフォーム」開始

アイシン精機㈱が九州初のAIに特化した開発拠点を設置

㈱QPS研究所の超小型レーダー衛星「イザナギ」打ち上げ成功

ドイツ車いすバスケットボール男子代表チームが東京２０２０パラリンピック競技大会の事前キャンプ地に北九州市を決定

線虫を用いたがん早期発見技術（N-NOSE)が事業化

福岡サイクルステーション開始

「第２８回日韓海峡沿岸県市道交流知事会議」開催

都市計画道路　鯰田中線（川島～幸袋）が開通

九州芸文館　来館者数６０万人を突破

マイバッグキャンペーン　１０月の１ヶ月間で過去最高のレジ袋約３，７７５万枚削減

新・福岡県立美術館の建設地決定

故・中村哲さんに県民栄誉賞を贈呈

福岡県新型コロナウイルス感染症対策本部設置

ふくおか健康ポイントアプリを配信開始

「福岡の八女茶」ロゴマークを初披露

県内初の新型コロナウイルス感染症患者を確認

家庭向けの食品ロス削減啓発ＣＭを制作

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、県有施設を臨時休館

新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく福岡県新型コロナウイルス感染症対策本部を設置

令和元年本県推計人口が調査開始以降、前年比で初めて減少

３月

１２月

１月

２月


